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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の光源を配置する配置面部を有する筐体と、
　光源の温度上昇を抑制する冷却空気を送る送風手段とを備え、
　筐体の配置面部を挟んで光源が配置された面と反対側に筐体の内部空間に連通する空気
流通路を形成し、
　筐体の内部空間と空気流通路によって外部と隔絶された密閉空間を形成し、
　送風手段によって冷却空気を密閉空間内で所定の方向へ送って循環させるようにし、
　内部に上記空気流通路が形成されたダクトを筐体に取り付け、
　空気流通路を流れる冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を密閉空間の外部へ放
出する排熱フィンを設け、
　上記ダクトの内部に上記排熱フィンの一部を配置し、
　ダクトの内部に冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を排熱フィンに伝導する熱
伝導手段を配置し、
　上記排熱フィンに該排熱フィンから放出される熱を密閉空間の外部へ排出する排出用フ
ァンを取り付け、
　上記筐体に配置面部の外周縁から該配置面部に対して略直交する方向へ突出された側面
部を設け、
　該側面部の少なくとも一部に光源の発光によって生じる熱を放出する放熱フィンを設け
た
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　ことを特徴とする照明装置。
【請求項２】
上記複数の光源を基板上に配置して光源ユニットを形成し、
　上記送風手段によって光源ユニットの基板上で冷却空気を流すようにした
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
配置面部を有する筐体に画像を表示する画像表示部が取り付けられ筐体の配置面部に画像
表示部のバックライトとして機能する複数の光源が配置された画像表示機器であって、
　光源の温度上昇を抑制する冷却空気を送る送風手段を備え、
　筐体の配置面部を挟んで光源が配置された面と反対側に筐体の内部空間に連通する空気
流通路を形成し、
　筐体の内部空間と空気流通路によって外部と隔絶された密閉空間を形成し、
　送風手段によって冷却空気を密閉空間内で所定の方向へ送って循環させるようにし、
　内部に上記空気流通路が形成されたダクトを筐体に取り付け、
　空気流通路を流れる冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を密閉空間の外部へ放
出する排熱フィンを設け、
　上記ダクトの内部に上記排熱フィンの一部を配置し、
　ダクトの内部に冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を排熱フィンに伝導する熱
伝導手段を配置し、
　上記排熱フィンに該排熱フィンから放出される熱を密閉空間の外部へ排出する排出用フ
ァンを取り付け、
　上記筐体を熱伝導性を有する材料によって形成すると共に筐体に配置面部の周縁から該
配置面部に対して略直交する方向へ突出された側面部を設け、
　画像表示部を保持する保持枠を設け、
　筐体に画像表示部を保持した保持枠を取り付け、
　筐体の側面部の少なくとも一部に光源の発光によって生じる熱を放出する放熱フィンを
設けた
　ことを特徴とする画像表示機器。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は照明装置及び画像表示機器についての技術分野に関する。詳しくは、密閉空間
内で冷却空気を循環させて塵埃等の侵入を来たすことなく冷却効率の向上を図る技術分野
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、発光ダイオード等の複数の光源を用いて照明を行う照明装置がある。照明装置
は、例えば、光源を直接照明として利用し照明機器として使用されたり、光源をバックラ
イト照明としてテレビジョン受像器等の画像表示機器に使用される。
【０００３】
　このような照明装置にあっては、光源の発光に伴う発熱によって光源の発光効率の低下
と言う不具合が生じ得るため、一般に、冷却機構を備えている（例えば、特許文献１参照
）。
【０００４】
　特許文献１に記載された冷却機構は、光源が配置された筐体に通気孔を形成し、筐体に
隣接して配置された通気用部材に通気孔を形成し、通気用部材の内部を流れる冷却空気を
通気用部材の通気孔と筐体の通気孔を介して筐体内に取り込んで、光源の冷却を行うよう
にしている。筐体及び通気用部材が配置される外筐に、該外筐の外部に存在する大気を冷
却空気として取り込む通気孔を形成し、外筐の通気孔と通気用部材の通気孔を介して通気
用部材に外部から冷却空気を取り込むようにしている。
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【０００５】
【特許文献１】特開平１０―９６８９８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、特許文献１に記載された冷却機構にあっては、通気用部材の内部を流れる冷
却空気を通気用部材の通気孔と筐体の通気孔を介して筐体内に取り込むようにしているた
め、通気用部材の内部に存在する塵埃等が筐体の内部に侵入し、この侵入した塵埃等が筐
体の内部に配置された光源等に付着し光量の低下を来たしてしまうという問題がある。
【０００７】
　また、通気用部材には外筐の外部に存在する大気が冷却空気として取り込まれるため、
筐体内への塵埃の侵入が一層増加してしまう。
【０００８】
　このような筐体内への塵埃の侵入を防止するために、通気孔にフィルターを取り付ける
ことが考えられるが、フィルターの塵埃による目詰まりを防止するために、フィルターの
定期的なクリーニングが必要となり手間がかかってしまう。
【０００９】
　そこで、本発明照明装置及び画像表示機器は、上記した問題点を克服し、塵埃等の侵入
を来たすことなく冷却効率の向上を図ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明照明装置は、上記した課題を解決するために、複数の光源を配置する配置面部を
有する筐体と、光源の温度上昇を抑制する冷却空気を送る送風手段とを設け、筐体の配置
面部を挟んで光源が配置された面と反対側に筐体の内部空間に連通する空気流通路を形成
し、筐体の内部空間と空気流通路によって外部と隔絶された密閉空間を形成し、送風手段
によって冷却空気を密閉空間内で所定の方向へ送って循環させるようにし、内部に上記空
気流通路が形成されたダクトを筐体に取り付け、空気流通路を流れる冷却空気から熱を吸
収すると共に吸収した熱を密閉空間の外部へ放出する排熱フィンを設け、上記ダクトの内
部に上記排熱フィンの一部を配置し、ダクトの内部に冷却空気から熱を吸収すると共に吸
収した熱を排熱フィンに伝導する熱伝導手段を配置し、上記排熱フィンに該排熱フィンか
ら放出される熱を密閉空間の外部へ排出する排出用ファンを取り付け、上記筐体に配置面
部の外周縁から該配置面部に対して略直交する方向へ突出された側面部を設け、該側面部
の少なくとも一部に光源の発光によって生じる熱を放出する放熱フィンを設けたものであ
る。
【００１１】
　本発明画像表示機器は、上記した課題を解決するために、光源の温度上昇を抑制する冷
却空気を送る送風手段を設け、筐体の配置面部を挟んで光源が配置された面と反対側に筐
体の内部空間に連通する空気流通路を形成し、筐体の内部空間と空気流通路によって外部
と隔絶された密閉空間を形成し、送風手段によって冷却空気を密閉空間内で所定の方向へ
送って循環させるようにし、内部に上記空気流通路が形成されたダクトを筐体に取り付け
、空気流通路を流れる冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を密閉空間の外部へ放
出する排熱フィンを設け、上記ダクトの内部に上記排熱フィンの一部を配置し、ダクトの
内部に冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を排熱フィンに伝導する熱伝導手段を
配置し、上記排熱フィンに該排熱フィンから放出される熱を密閉空間の外部へ排出する排
出用ファンを取り付け、上記筐体を熱伝導性を有する材料によって形成すると共に筐体に
配置面部の周縁から該配置面部に対して略直交する方向へ突出された側面部を設け、画像
表示部を保持する保持枠を設け、筐体に画像表示部を保持した保持枠を取り付け、筐体の
側面部の少なくとも一部に光源の発光によって生じる熱を放出する放熱フィンを設けたも
のである。
【００１２】
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　従って、本発明照明装置及び画像表示機器にあっては、外部からの冷却空気の侵入が遮
断された状態で光源の冷却が行われる。すなわち、冷却空気がダクト内を流動するときに
は、光源から熱を吸収した冷却空気から熱伝導手段が熱を吸収し、吸収した熱を排熱フィ
ンに伝導する。このとき光源から熱を吸収した冷却空気からも直接排熱フィンに吸収した
熱が伝導される。排熱フィンからは、熱伝導手段又は冷却空気から伝導された熱が外部へ
放出され熱交換が行われる。そして、排熱フィンに排出用ファンを取り付けることにより
、排熱フィンの外部への熱の放出性能が向上する。そして、さらに、筐体の外面に放熱フ
ィンを設けることにより、筐体の各部に蓄積され得る熱を放熱フィンから放出することが
できる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明照明装置は、複数の光源を配置する配置面部を有する筐体と、光源の温度上昇を
抑制する冷却空気を送る送風手段とを備え、筐体の配置面部を挟んで光源が配置された面
と反対側に筐体の内部空間に連通する空気流通路を形成し、筐体の内部空間と空気流通路
によって外部と隔絶された密閉空間を形成し、送風手段によって冷却空気を密閉空間内で
所定の方向へ送って循環させるようにし、内部に上記空気流通路が形成されたダクトを筐
体に取り付け、空気流通路を流れる冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を密閉空
間の外部へ放出する排熱フィンを設け、上記ダクトの内部に上記排熱フィンの一部を配置
し、ダクトの内部に冷却空気から熱を吸収すると共に吸収した熱を排熱フィンに伝導する
熱伝導手段を配置し、上記排熱フィンに該排熱フィンから放出される熱を密閉空間の外部
へ排出する排出用ファンを取り付け、上記筐体に配置面部の外周縁から該配置面部に対し
て略直交する方向へ突出された側面部を設け、該側面部の少なくとも一部に光源の発光に
よって生じる熱を放出する放熱フィンを設けたことを特徴とする。
【００１４】
　従って、密閉空間内に外部から塵埃等が侵入するおそれがなく、冷却効率の向上を図る
ことができると共に光源における光量の低下等の不具合の発生を防止することができる。
すなわち、冷却空気がダクト内を流動するときには、光源から熱を吸収した冷却空気から
熱伝導手段が熱を吸収し、吸収した熱を排熱フィンに伝導する。このとき光源から熱を吸
収した冷却空気からも直接排熱フィンに吸収した熱が伝導される。排熱フィンからは、熱
伝導手段又は冷却空気から伝導された熱が外部へ放出され熱交換が行われる。そして、排
熱フィンに排出用ファンを取り付けることにより、排熱フィンの外部への熱の放出性能が
向上する。そして、さらに、筐体の外面に放熱フィンを設けることにより、筐体の各部に
蓄積され得る熱を放熱フィンから放出することができる。
【００１５】
　本発明画像表示機器は、配置面部を有する筐体に画像を表示する画像表示部が取り付け
られ筐体の配置面部に画像表示部のバックライトとして機能する複数の光源が配置された
画像表示機器であって、光源の温度上昇を抑制する冷却空気を送る送風手段を備え、筐体
の配置面部を挟んで光源が配置された面と反対側に筐体の内部空間に連通する空気流通路
を形成し、筐体の内部空間と空気流通路によって外部と隔絶された密閉空間を形成し、送
風手段によって冷却空気を密閉空間内で所定の方向へ送って循環させるようにし、内部に
上記空気流通路が形成されたダクトを筐体に取り付け、空気流通路を流れる冷却空気から
熱を吸収すると共に吸収した熱を密閉空間の外部へ放出する排熱フィンを設け、上記ダク
トの内部に上記排熱フィンの一部を配置し、ダクトの内部に冷却空気から熱を吸収すると
共に吸収した熱を排熱フィンに伝導する熱伝導手段を配置し、上記排熱フィンに該排熱フ
ィンから放出される熱を密閉空間の外部へ排出する排出用ファンを取り付け、上記筐体を
熱伝導性を有する材料によって形成すると共に筐体に配置面部の周縁から該配置面部に対
して略直交する方向へ突出された側面部を設け、画像表示部を保持する保持枠を設け、筐
体に画像表示部を保持した保持枠を取り付け、筐体の側面部の少なくとも一部に光源の発
光によって生じる熱を放出する放熱フィンを設けたことを特徴とする。
【００１６】
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　従って、密閉空間内に外部から塵埃等が侵入するおそれがなく、冷却効率の向上を図る
ことができると共に光源における光量の低下等の不具合の発生を防止することができる。
すなわち、冷却空気がダクト内を流動するときには、光源から熱を吸収した冷却空気から
熱伝導手段が熱を吸収し、吸収した熱を排熱フィンに伝導する。このとき光源から熱を吸
収した冷却空気からも直接排熱フィンに吸収した熱が伝導される。排熱フィンからは、熱
伝導手段又は冷却空気から伝導された熱が外部へ放出され熱交換が行われる。そして、排
熱フィンに排出用ファンを取り付けることにより、排熱フィンの外部への熱の放出性能が
向上する。そして、さらに、筐体の外面に放熱フィンを設けることにより、筐体の各部に
蓄積され得る熱を放熱フィンから放出することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下に、本発明照明装置及び画像表示機器の最良の形態を添付図面に従って説明する。
【００１８】
　以下に示した最良の形態は、本発明画像表示機器を、液晶パネルに画像を表示するテレ
ビジョン受像器に適用したものであり、本発明照明装置を、このテレビジョン受像器に備
えられたバックライト照明装置に適用したものである。
【００１９】
　尚、本発明の適用範囲は液晶パネルを有するテレビジョン受像器及びこれに備えられた
バックライト照明装置に限られることはなく、他の各種のテレビジョン受像器、パーソナ
ルコンピューターに用いられる画像表示機器等やこれらに用いられる各種の照明装置に広
く適用することができる。
【００２０】
　画像表示機器（テレビジョン受像器）１は外筐２の内部に所要の各部が配置されて成る
（図１参照）。
【００２１】
　外筐２は前後に扁平な前方に開口された箱状に形成され、該開口を内側から閉塞する位
置に画像を表示する画像表示部３が配置されている。画像表示部３は、例えば、透過型の
カラー液晶パネルを前後から２枚の偏光板で挟み込むことにより構成され、アクティブマ
トリックス方式で駆動することによりフルカラー映像を表示する。
【００２２】
　外筐２の内部には照明装置４が配置されている（図２参照）。照明装置４は筐体５に所
要の各部が配置されて成る。
【００２３】
　筐体５は前後に扁平な前方に開口された箱状に形成され、図２及び図３に示すように、
前後方向を向く配置面部６と該配置面部６の外周縁からそれぞれ前方へ突出された上側面
部７、下側面部８、左側面部９及び右側面部１０とから成る。
【００２４】
　筐体５の前端部には光学機能シート１１と拡散板１２が取り付けられている（図２参照
）。
【００２５】
　光学機能シート１１は、例えば、後述する光源（発光ダイオード）から出射された光を
拡散する拡散シート、光を屈折させて所定の方向へ導くプリズムシート、偏光方向を変換
する偏光変換シート等の所定の光学機能を有する各種のシートが層状に貼り合わされて構
成されている。
【００２６】
　光学機能シート１１は拡散板１２の前面に貼り付けられ、該拡散板１２は光源に対向し
て配置されている。拡散板１２は光源から出射された光を筐体５の内部で拡散し、面発光
における輝度の均一化を図る機能を有する。
【００２７】
　筐体５の配置面部６の前面６ａには、光源ユニット１３、１３、・・・が、例えば、左
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右に等間隔に離隔して配置されている（図１乃至図３参照）。光源ユニット１３は縦長の
基板１３ａ上に複数の光源１３ｂ、１３ｂ、・・・が上下に等間隔に離隔して配置されて
成る。光源１３ｂ、１３ｂ、・・・としては、例えば、赤色光を出射する赤色発光ダイオ
ード、緑色光を出射する緑色発光ダイオード及び青色光を出射する青色発光ダイオードが
用いられている。これらの光源１３ｂ、１３ｂ、・・・は画像表示部３における画像表示
の際のバックライトとして用いられる。
【００２８】
　尚、上記には、上下に離隔して位置された光源１３ｂ、１３ｂ、・・・を有する縦長の
光源ユニット１３、１３、・・・を左右に離隔して配置した例を示しているが、光源１３
ｂ、１３ｂ、・・・の配列はこのような配列に限られることはなく、光源の配列はバック
ライトとしての機能を有効に発揮する配列であれば任意の配列とすることが可能である。
例えば、光源が規則的に点在するような配列にしてもよい。
【００２９】
　筐体５の前面部には保持枠１４が取り付けられている（図２参照）。保持枠１４には、
その前端部に画像表示部３が保持されている。
【００３０】
　筐体５の配置面部６には、図２乃至図５に示すように、その上端部に上側連通孔５ａ、
５ａ、・・・が左右に離隔して形成され、下端部に下側連通孔５ｂ、５ｂ、・・・が左右
に離隔して形成されている。上側連通孔５ａ、５ａ、・・・と下側連通孔５ｂ、５ｂ、・
・・は、それぞれ光源ユニット１３、１３、・・・間に位置されている。
【００３１】
　筐体５の配置面部６の前面６ａの上端部には、それぞれ上側連通孔５ａ、５ａ、・・・
を前側から閉塞した状態でファン１５、１５、・・・が取り付けられている（図２、図３
及び図５参照）。ファン１５、１５、・・・は、例えば、その後面に形成された空気取入
口から冷却空気を取り込んで下面に形成された空気吹出口から冷却空気を下方へ向けて吹
き出すように構成され、冷却空気を所定の方向へ送る送風手段として機能する。
【００３２】
　筐体５の配置面部６の後面６ｂには、左右に等間隔に離隔してダクト１６、１６、・・
・が取り付けられている（図２、図４及び図５参照）。ダクト１６は前方に開口された縦
長の箱状に形成され、上側連通孔５ａと下側連通孔５ｂを後方から閉塞する位置に取り付
けられている。
【００３３】
　筐体５の配置面部６の後面６ｂには、左右に等間隔に離隔して排熱フィン１７、１７、
・・・が取り付けられている（図２、図４及び図５参照）。排熱フィン１７は、図６に示
すように、被取付面部１７ａと該被取付面部１７ａから後方へ突出された排熱部１７ｂ、
１７ｂ、・・・とから成り、該排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・が左右に等間隔に離隔して
設けられている。排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・は左右方向を向く板状に形成されている
。
【００３４】
　排熱フィン１７は被取付面部１７ａが配置面部６に取り付けられ、排熱部１７ｂ、１７
ｂ、・・・は先端側の部分を除いてダクト１６内に配置されている。排熱部１７ｂ、１７
ｂ、・・・の先端側の部分は、それぞれダクト１６に形成されたスリットを貫通されて該
ダクト１６の後方へ突出されている。
【００３５】
　排熱フィン１７は被取付面部１７ａの左右両端部がそれぞれダクト１６の切欠部１６ａ
、１６ａから側方へ突出されているが、この切欠部１６ａ、１６ａと被取付面部１７ａと
の隙間にはシール材が充填されている。また、排熱フィン１７は排熱部１７ｂ、１７ｂ、
・・・の先端側の部分がそれぞれダクト１６のスリットから後方へ突出されているが、こ
のスリットと排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・との隙間にもシール材が充填されている。従
って、ダクト１６の内部は外部とは隔絶された空間とされ、この空間が空気流通路１６ｂ
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とされる。
【００３６】
　ダクト１６、１６、・・・の内部には排熱フィン１７、１７、・・・が配置された部分
にそれぞれ熱伝導手段１８、１８、・・・が設けられている。熱伝導手段１８はダクト１
６内を流れる空気から排熱フィン１７に熱を伝導する役割を果たすものである。熱伝導手
段１８としては、例えば、スチールウールやステンレスウール等の金属ウールが用いられ
ているが、ダクト１６内における空気の流れの抵抗となり難く熱伝導性の高いものであれ
ば種々のものを用いることが可能である。
【００３７】
　筐体５の内部空間とダクト１６、１６、・・・の空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・と
は上側連通孔５ａ、５ａ、・・・及び下側連通孔５ｂ、５ｂ、・・・を介して連通され、
筐体５の内部空間と空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・とによって密閉空間１９が形成さ
れる（図５参照）。
【００３８】
　外筐２の内部には筐体５の後方に回路基板２０が配置されている（図２参照）。回路基
板２０には画像表示部３の駆動回路、光源ユニット１３、１３、・・・の駆動回路、ファ
ン１５、１５、・・・の駆動回路等の所要の各回路が形成されている。
【００３９】
　筐体５の外周面には放熱フィン２１、２１、・・・が設けられている（図２乃至図４参
照）。放熱フィン２１、２１、・・・は、例えば、上側面部７と下側面部８のそれぞれ左
右両端部と左側面部９と右側面部１０のそれぞれ上下両端部、即ち、筐体５の各コーナー
に対応した位置に設けられている。
【００４０】
　以上のように構成された画像表示機器１において、画像表示部３に画像が表示されると
きには、バックライトとして光源ユニット１３、１３、・・・が駆動され、光源１３ｂ、
１３ｂ、・・・が発光する。光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の発光に伴って発熱が生じる。
【００４１】
　光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の発光時にはファン１５、１５、・・・が回転され、該フ
ァン１５、１５、・・・の空気吹出口から下方へ向けて冷却空気が吹き出される。冷却空
気は筐体５に形成された下側連通孔５ｂ、５ｂ、・・・からダクト１６、１６、・・・内
へ流動され、該ダクト１６、１６、・・・内を上方へ流動されて筐体５に形成された上側
連通孔５ａ、５ａ、・・・から再び筐体５内へ流動される。筐体５内へ流動された冷却空
気はファン１５、１５、・・・の空気取入口から該ファン１５、１５、・・・内へ取り入
れられ、ファン１５、１５、・・・の空気吹出口から再び下方へ向けて吹き出される。
【００４２】
　このように画像表示機器１においては、冷却空気が筐体５の内部空間とダクト１６、１
６、・・・の空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・とによって形成された密閉空間１９内を
循環され、光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の発光に伴って生じる発熱による光源１３ｂ、１
３ｂ、・・・の温度上昇が抑制される。
【００４３】
　冷却空気がダクト１６、１６、・・・内を流動されるときには、光源１３ｂ、１３ｂ、
・・・から熱を吸収した冷却空気から熱伝導手段１８、１８、・・・が熱を吸収し、吸収
した熱を排熱フィン１７、１７、・・・に伝導する。このとき光源１３ｂ、１３ｂ、・・
・から熱を吸収した冷却空気からも直接排熱フィン１７、１７、・・・に吸収した熱が伝
導される。排熱フィン１７、１７、・・・の排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・からは、熱伝
導手段１８、１８、・・・又は冷却空気から伝導された熱が外部へ放出され熱交換が行わ
れる。
【００４４】
　以上に記載した通り、画像表示機器１にあっては、筐体５の内部空間とダクト１６、１
６、・・・の空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・とによって外部と隔絶された密閉空間１
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９を形成し、送風手段として設けられたファン１５、１５、・・・によって冷却空気を密
閉空間１９内で所定の方向へ送って循環させるようにしている。
【００４５】
　従って、密閉空間１９内に外部から塵埃等が侵入するおそれがなく、冷却効率の向上を
図ることができると共に光源１３ｂ、１３ｂ、・・・における光量の低下等の不具合の発
生を防止することができる。
【００４６】
　また、冷却空気によって筐体５内の温度上昇が抑制されるため、光源１３ｂ、１３ｂ、
・・・の発光効率の向上や各光源１３ｂ、１３ｂ、・・・間の温度分布の均一化が図られ
、輝度ムラや波長の変化による色調変化等の不具合の発生を防止することができる。
【００４７】
　さらに、ダクト１６、１６、・・・の空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・を流れる冷却
空気から吸収した熱を密閉空間１９の外部へ放出する排熱フィン１７、１７、・・・を設
けているため、密閉空間１９と外部との熱交換が行われ、冷却効率の一層の向上を図るこ
とができる。尚、排熱フィン１７、１７、・・・の排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・の被取
付面部１７ａからの突出量を大きくすることにより放熱面積が大きくなり冷却効率の向上
を図ることが可能であるが、排熱部１７ｂ、１７ｂ、・・・の被取付面部１７ａからの突
出量を大きくすると画像表示機器１の薄型化に支障を来たすことになるため、排熱部１７
ｂ、１７ｂ、・・・の被取付面部１７ａからの突出量は冷却効率と薄型化の両者を考慮し
て定めることが望ましい。
【００４８】
　加えて、ダクト１６、１６、・・・の内部にそれぞれ排熱フィン１７、１７、・・・に
熱を伝導する熱伝導手段１８、１８、・・・を配置しているため、冷却空気から排熱フィ
ン１７、１７、・・・への熱伝導性の向上が図られ、冷却効率の向上を図ることができる
。
【００４９】
　尚、光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の発光に伴って発熱が生じたときには、生じた熱は、
主として、密閉空間１９内を循環する冷却空気に吸収されるが、一部の熱は筐体５に蓄積
されたり、筐体５から保持枠１４を介して画像表示部３に伝達される可能性がある。
【００５０】
　画像表示機器１には、上記のように、筐体５の外面に放熱フィン２１、２１、・・・を
設けることにより、このような筐体５の各部に蓄積され得る熱や画像表示部３に伝達され
得る熱を放熱フィン２１、２１、・・・から放出するようにしている。
【００５１】
　従って、光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の温度上昇が一層抑制されて光源１３ｂ、１３ｂ
、・・・の発光色の変化や輝度の低下等の特性の低下を防止することができ、また、画像
表示部３への熱の伝達が抑制されて該画像表示部３の特性変化による表示ムラ等の不具合
の発生を防止することができる。
【００５２】
　また、筐体５の各コーナーは、配置面部６と上側面部７又は下側面部８と左側面部９又
は右側面部１０とが結合される部分であり、光源１３ｂ、１３ｂ、・・・の発光時に発生
する熱が伝達され温度が上昇し易い部分であるが、上記のように、放熱フィン２１、２１
、・・・を筐体５の各コーナーに設けることにより、冷却効率の向上を図ることができる
。
【００５３】
　尚、上記には、放熱フィン２１、２１、・・・を筐体５の各コーナーに設けた例を示し
たが、放熱フィン２１、２１、・・・を設ける位置は筐体５の各コーナーに限られること
はなく、例えば、筐体５の上側面部７、下側面部８、左側面部９及び右側面部１０の全体
に設けても良く、また、伝熱量が多いと想定される上側の２つのコーナーのみに設けるよ
うにしてもよい。
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【００５４】
　また、冷却効率を高めるために放熱フィン２１、２１、・・・に冷却空気を吹き付ける
ファン等の送風手段を設けてもよい。
【００５５】
　さらに、図７に示すように、上記した排熱フィン１７、１７、・・・の排熱部１７ｂ、
１７ｂ、・・・の先端部にそれぞれ排出用ファン２２、２２、・・・を取り付けることに
より、排熱フィン１７、１７、・・・の外部への熱の放出性能が向上し、冷却効率の向上
を図ることができる。
【００５６】
　上記には、ファン１５、１５、・・・を筐体５の配置面部６の前面６ａに配置した例を
示したが、ファン１５、１５、・・・の配置位置は配置面部６の前面６ａに限られること
はなく、密閉空間１９内で冷却空気の循環が行われ画像表示部３への画像の表示に支障を
来たさない位置であればファン１５、１５、・・・を任意の位置に配置することが可能で
あり、例えば、配置面部６の後面６ｂやダクト１６、１６、・・・の内面に取り付けて配
置することが可能である。
【００５７】
　また、冷却空気の循環経路は、上記した例に限られることはなく、例えば、筐体５内で
下方から上方へ流動されダクト１６、１６、・・・の空気流通路１６ｂ、１６ｂ、・・・
で上方から下方へ流動されて循環されるように構成してもよい。
【００５８】
　さらに、以下に示すような循環経路となるように設定することも可能である（図８乃至
図１０参照）。
【００５９】
　例えば、図８に示すように、ファン１５、１５、・・・を筐体５の上端部と下端部に区
分して配置し、冷却空気を上方へ送るファン１５、１５、・・・と冷却空気を下方へ送る
ファン１５、１５、・・・とに区別する。
【００６０】
　このような状態でファン１５、１５、・・・を配置することにより、冷却空気が筐体５
内で上方又は下方へ流動されて循環される。
【００６１】
　また、例えば、図９に示すように、ダクト１６、１６、・・・を配置面部６の後面６ｂ
の上端部及び下端部にそれぞれ横長の状態で左右に離隔して取り付け、ファン１５、１５
、・・・をダクト１６、１６、・・・の左右両端部又は左右方向における中央部に対応し
た位置に区別して配置する。
【００６２】
　このようにファン１５、１５、・・・及びダクト１６、１６、・・・を配置することに
より、ダクト１６、１６、・・・内では冷却空気が左右方向に流動され、筐体５内で冷却
空気が上方又は下方へ流動されて循環される。
【００６３】
　さらに、例えば、図１０に示すように、ファン１５、１５、・・・を光源ユニット１３
、１３、・・・の真上又は真下の位置に配置する。
【００６４】
　このような位置にファン１５、１５、・・・を配置することにより、冷却空気が光源ユ
ニット１３、１３、・・・の基板１３ａ、１３ａ、・・・上を下方又は上方へ流動されて
循環される。冷却空気が基板１３ａ、１３ａ、・・・上を流動されることにより、冷却空
気の光源１３ａ、１３ａ、・・・からの熱の吸収効率が向上し、冷却効率の向上を図るこ
とができる。
【００６５】
　尚、上記には、冷却空気の流れる方向を下方から上方又は上方から下方とした例を示し
たが、冷却空気の流れる方向は密閉空間１９内で循環されれば上下方向を問わず任意に設
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【００６６】
　上記した最良の形態において示した各部の具体的な形状及び構造は、何れも本発明を実
施する際の具体化のほんの一例を示したものにすぎず、これらによって本発明の技術的範
囲が限定的に解釈されることがあってはならないものである。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】図２乃至図１０と共に本発明を実施するための最良の形態を示すものであり、本
図は画像表示機器を示す概略斜視図である。
【図２】画像表示機器の縦断面図である。
【図３】筐体とこれに配置された光源ユニットを示す正面図である。
【図４】筐体とこれに取り付けられたダクトを示す背面図である。
【図５】冷却空気の循環方向の一例を示す縦断面図である。
【図６】ダクトと排熱フィンの位置関係を示す拡大断面図である。
【図７】排熱フィンの先端部に排出用ファンが取り付けられた状態を示す拡大平面図であ
る。
【図８】図９及び図１０と共にファン等の配置位置を変更した例を示すものであり、本図
は、ファンを筐体の上端部と下端部に区分して配置した例を示す正面図である。
【図９】ダクトを筐体の上端部及び下端部に横長の状態で配置し、ファンをダクトの左右
両端部又は左右方向における中央部に対応した位置に区別して配置した例を示す背面図で
ある。
【図１０】ファンを光源ユニットの真上に配置した例を示す正面図である。
【符号の説明】
【００６８】
　１…画像表示機器、３…画像表示部、４…照明装置、５…筐体、６…配置面部、７…上
側面部、８…下側面部、９…左側面部、１０…右側面部、１３…光源ユニット、１３ａ…
基板、１３ｂ…光源、１４…保持枠、１５…ファン（送風手段）、１６…ダクト、１６ｂ
…空気流通路、１７…排熱フィン、１８…熱伝導手段、１９…密閉空間、２１…放熱フィ
ン、２２…排出用ファン
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】
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